
統合のプロセス及び
統合の成果と課題

山形県小国町教育委員会
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小国町の概要
（１）自然的条件

◇位置 山形県の西南端、新潟県境

両県庁所在地まで、約８０㎞の地点

◇気候 日本海側式気候
-2-



面積の指標（７３７．５6㎞
２

）

山形県内３５市町村（令和元年４月現在）

第２位（県総面積の７．９％）

東京２３区（６１３．０３ ㎞
２

）がすっぽり入る

香川県（１，８７４．８６㎞
２

）

約４０％

気候 日本海側式気候
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まちづくりの基本的な考え方【白い森構想】

白い森とは？

ブナの森 雪

「自然を愉しみ みんながわくわくする

白い森の国おぐに」
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町村合併の経緯

昭和３５年
旧津川村を編入
現在の小国町の姿に

昭和２９年

旧小国町、北小国村、
南小国村が合併
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昭和３０年の１８，３６６人を最高に以後、減少に転じ、
それ以降、一貫して減少傾向。

現在、７,４５１人（令和元年9月住基人口）

人口動向
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町内小・中学校 児童生徒数の推移

893人

507人
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小国町における小中学校教育のあり方に関する報告書

①小・中学校の教育については、極小人数
教育の解消のために学校統廃合を緊急に進
める必要がある

②学校統廃合を進めるに際しては住民の合
意形成を図る必要がある など

平成１７年３月
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小国町立小中学校の統廃合に関する基本的考え方

①平成２５年度を目途に。町全域で小学校1
校、中学校1校に統合する。

②当面、小学校は8人×複式3学級＝24人、
中学校は5人×3学級＝15人を下回る時期
を目途に統合する。

③既に②を下回っている学校は、速やかな
統合に向けた検討を行う。

④③のうち、小学校で2学級、中学校で1学
級となる場合は早急に統合する。

平成１７年６月
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統合の経過
H１８年４月 玉川中学校、小玉川中学校が小国
中学校へ

H２０年４月 小玉川小学校が小国小学校へ

H２２年４月 玉川小学校が小国小学校へ

H２３年４月 伊佐領小学校が小国小学校へ

H２４年４月 白沼小・中学校が小国小学校及び
小国中学校へ

H２５年４月 北部小・中学校が小国小学校及び
小国中学校へ

H２６年４月 沖庭小学校が小国小学校へ
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平成１6年当時
小学校・・・９校
中学校・・・６校

令和元年現在
小学校・・・２校
（小国小・叶水小）

中学校・・・２校
（小国中・叶水中）

平成１６年当時
児童生徒数
893名

令和元年現在
児童生徒数
５０７名

足中分校

学校統合
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統合議論時に出された主な意見・要望

老朽化していた小国小学校の改築など

小規模校、少人数学級で学んできた児童・生徒が
新たな教育環境に対応できるかどうかという不安

周辺地区から町中心部の学校へ登下校する
際の移動手段の確保

⇨交流学習の実施、学習支援員、教育相談員
の配置

⇨ スクールバスの計画的配置と運行

⇨ 新小国小学校の建設
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新小国小学校の建設

小国中学校
新小国小学校

県立小国高校

おぐに保育園

おぐに開発総合センター・町民プール

町民総合体育館
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新小国小学校の特徴

①小国小と小国中を
結ぶ渡り廊下の設置

②校舎と体育館の
一体化

③降雪に対応した
屋内駐車場

④スクールバス乗降の
ための発着スペース
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統合の成果

① 教員等の人的資源の厚みが増加

② 教職員の力量の向上

③ 学校と町教育委員会との関係強化

④ 子どもたちの元気な笑顔 等
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統合の課題

① 新たな行政需要の発生とその対応

② 児童生徒の体力の低下

③ 地域コミュニティ活動の低下

④ 統合未実施校への対応 等
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３ 白い森構想（平成２年策定）

白い森とは？

ブナの森 雪
ご静聴いただき誠にありがとう
ございました。

山形県小国町教育委員会
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